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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
 高レベル放射性廃棄物処分地選定における参加者の問題認識に沿った議論の場の構築                                        
                                         
                                         
 
 ２ 要  旨（和文 2,000 字程度又は英文 800 語程度にまとめること。） 
 HLW処分地選定に関する認識共有や知識形成を行う中で、HLW処分地選定に関する多面
的な特性、また参加プロセスの重要性の高まりから、参加者の問題認識を反映させた議
論の場が求められている。そこで、本研究は専門家およびステークホルダー、若者に焦
点をおいて、初期段階の議論の場における「HLW処分地選定の現状および問題を多面的に
捉えた認識共有や知識形成を図る」ために、問題認識に沿った議論の場の構築を目指し、
議論の場の実践を基に認識共有、また知識形成にどの程度影響を与えるのかの評価、課
題を明らかにすることを目的としたものである。なお、本論文は 6章で構成している。                                                                               
 第１章では、本論文の背景として、原子力発電を取り巻く状況、HLW処分地選定に係る
状況、理解活動の取り組みを取りまとめた。また、研究の位置づけを明らかにし、具体
的な目的と構成について示した。                                          
 第２章では、現在取り組まれている議論の場の実態、また懸念される HLW 処分地選定
の現状および問題の内容を抽出、それら内容を項目ごとに整理することで、議論の場を
構築するための要素と課題を明らかにし、HLW処分地選定の現状および問題認識に沿った
議論の場の枠組みを考案した。                                  
 第３章では、HLW 処分地選定に関して検討をおこなった高知県東洋町の事例を取り上
げ、専門家およびステークホルダーといった立場からみた HLW 処分地選定の現状および
問題に対する重要性および重要視する内容、また項目間の影響から共通する内容、異な
る内容を明らかにすることで、議論の場づくり、情報提供するための知見を獲得した。                                       
 第４章では、議論の場の実態を踏まえた諸問題および重要な点を考慮した要件整理、
また議論の場の参加者である専門家およびステークホルダーからみた HLW処分地選定の                                        
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現状および問題認識を把握した。そして、これらの問題認識や各要件を事前学習、進行、
論点設定に考慮した議論の場の設計、実践を行った。そこで、参加者および観察者によ
る議論の場の評価および発話内容の分析により、議論の前日までに行う取り組み内容で
は、主催者が問題認識を把握することは有効であり、進行上や発言の整理、事前準備を
踏まえた発言、準備を行うことに寄与することが示された。一方で、主催者は問題認識
から論点設定、進行、事前学習のガイドラインを作成すること、主催者は参加者に問題
認識を提示し意識させることに対しては、参加者と観察者とで評価が異なることが明ら
かになった。また、取り組みに対する課題としては、議論に活かすには少しの時間と論
点の絞り込みが必要であること、論点が定まらない感じがすること、各人の意見につい
て認識確認（双方）時間不足であることが明らかとなった。そこで、これら 3 つの課題
に対して発話内容を踏まえてみると、議論では認識が異なる内容の論点のみをとりあげ
ることが改善策として示された。次に、認識共有に関する評価については、特に認識が
異なる論点の方が問題認識を基にした議論展開が行われており、また議論目標とした要
件の中でも距離感、歩み寄りに関する言動に対しては、立場に関係なく行えることが明
らかになった。一方、立場別でみると、賛成と反対の立場の参加者は中立の立場の参加
者に比べて言動が行えたと判断しており、相手を尊重しながらの議論を行っていたこと
が示された。                                      
 第５章では、第４章で得られた知見を反映するため、論点設定の見直しや、アンケー
ト内容の簡略化を行った上で、若者を対象に議論の場の実践を行い、知識形成にどのよ
うな影響を及ぼすのか意識調査を基に分析した結果、原子力を学ぶ学生、原子力を学ん
でいない学生ともに事前学習のガイドライン提示が効果的であり、一定程度の時間をか
けて学習し当日の議論に備えていることが明らかになった。しかし、議論の前日までに
問題認識を把握されることに対しては負担であるとしながらも、議論の深まりを実感し
ており、知識形成に関する要件に対しても一定の影響が示された。特に、議論前および
発表前に各参加者の意識を書き出したメモをグループ内で回し読みすることが取り組み
として評価されていることが明らかになった。また、従来どおりの議論の場がどのよう
な状況か把握するために追加調査を行い、比較参考として示した。            
 第６章では、本論文のまとめとして、参加者の知りたい、伝えたいことに基づき、多
面的に捉えられる議論の場の構築を目指して、専門家およびステークホルダー、さらに
若者を対象にした議論の場の実践から、議論の場を進めるための取り組みや、それを議
論の場にどのように反映できるのか、そして問題認識の共有を確認するため、また知識
形成にどの程度影響を与えられたかの知見を得た。なお、今後に残された課題として、
参加者のニーズに基づいた議論の場の有効性を検証するため、本研究でおこなった試行 
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的な取り組みに加えて、想定しうるさまざまな議論の場を対象とした問題認識の事前把
握の有無比較検証の必要性を指摘した。                       
                                             
                                             
                                            
                                              
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                                                             
 
